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論 文 内 容 の 要 旨
本論文 の主要 な目的 は、視覚 的補間現象(visualinterpolationphenomena)の典型 例 と して視
覚的 フ ァン トム(visualphantom)を取 り上 げ、 その特性 と生起 メカニズム(visulphantom)の
詳細 な分析を行 うことであ る。 そ して、得 られ た知見 を視覚情報処理心理学 の観点か ら考察す る こ
とによ り、視覚 的補 間の特 性お よび機能的 ・理論 的意義 にっ いて理解 を深 める ことで ある。
第1章 「視覚的補間について」では、はじめに視覚的補間の定義を行い、本論の基本的枠組みに
ついて論述 した。すなわち、対応する刺激情報が一部欠損 しているにもかかわらず、 それを補い、
欠損がない場合 と同等の知覚内容を生 じる視覚系のはたらきを一括 して視覚的補間とよぶことにし、
それを明示する現象を整理 した。
次に、視覚的補間に関する従来の知見を概観 し、関連する諸現象を見通 しのよい分類基準を用い
て整理 した。一っの基準は、対応する刺激情報の欠損が空間的(あ るいは永続的)な ものか、また








く、通常の特徴抽出を行 うと考え られる場合(ケ ース1)で あり、 もう一つは、情報欠損のあるこ
とを検出した後、その欠損を穴埋めするように補間機構がさらにはたらくと考えられる場合(ケ ー






ントム(stationaryphantom)と名づけた。静止 ファントム(以 下、 ファン トム)の 発見は、
Rosenbach効果や縞誘導効果などの類似現象との関連性を考察することを容易にするものである。
また、縞刺激の導入により、 フー リエ技法を応用 した効率のよい線形 システム分析法が適用できる
とともに、近 年になって解明の進んだ視覚系の空間周波数処理機構 との対件をとりやすい利点を生
みだしたといえる。







あればファントムは知覚 され、 コントラストの増加 による効果はすぐに飽和す る。薄暮視あるいは
暗所視 レベルの照明状態で生起す る現象である。等輝度 ・色度差条件における誘導縞では、 ファン
トムは出現 しない。垂直方位によく出現 し、斜め方位には発生 しにくい。






また、 ファントムと類似 した刺激布置を用いて分析 された空間周波数検出器の特性 との関連 も検
討 した。
第5章 縞誘導効果 との相違 は、 ファントムの類似現象である縞誘導効果との関連を詳細に検討
した。帯輝度が誘導縞の明暗ピーク付近にあるときにはファントムが、一方、平均輝度付近 にある









二重表現が最 も端的にあらわれるのは 「地」の知覚であるが、「地」の知覚にあらわれる空間 ・時
間周波数、色度、および方位特性などがファントムのそれ らとよく一致することをみいだ した。ま














次に、主観的輪郭との関連を検討 した。 この現象 も感性的補間に属 し、奥行き関係の制約をみた
して成立 しているが、空間周波数偏好性や輝度特性、知覚的安定性などにファントムとの相違がみ
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いだされた。 ファントムが端的の検出がなされないときに生 じる現象であるのに対 し、主観的輪郭
は端的を検出 してか らなされる補間である可能性を示 した。
透明視現象との関連では、それがファントムの促進要因、あるいは阻害要因として働 くと考察 し
た。ファントムが知覚 されるとき、補間された縞には透明感がともなうことがあるが、帯が平均輝























最終章にあたる第9章 「視覚的補間研究の視覚論上の意義」では、 これまで行 った考察をより高




る トップダウン的見解にそって受 けとられやすい。 しかし、本論でなされた考察結果か らすると、
視覚的補間は、空間周波数、時間周波数、方位などの情報 と、視覚環境がもつ奥行き関係の制約な
どを利用 して領域 を連結し、外界の3次元構造を復元する上向きの推計を行 う過程のあらわれとい
える。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
例えば、腕を十字に重ねた場合、覆われた方の腕は中間部分が見えないにも拘らず、連続 した一











をっなぐ縞像が誘導されて うすぼんやりと知覚され る。 この種 の誘導縞 は 「視覚的ファントム」
(視覚誘導像)と いわれるものがあるが、 これを視覚的補間現象の典型例 としてとりあげた。 この
ような誘導像は、縦縞に運動入る場合や明滅す る条件では、すでに生起が報告されていたが、薄暗
い条件下では静止刺激の状態で も観察で きるみとを論者は見出 したのである。このことは、次の利
点をもつ現象だけに特記に値する。静止 ファントムの故にRosen-bach効果などの類似現象との関
連づけができること、などの利点である。




ントラス トがあれば、 ファントムは知覚され るが、 コントラスト増加による効果はすぐに飽和する、
(6)薄暮視あるいは暗所視 レベルの照明状態で生起する、(7)輝度 ・色度差条件 における誘導縞では出
現 しない、(8)垂直方位にはよく出現 し斜め方位には発生 しにくい、(9)類似現象である 「縞誘導効果」
とは連続線上に並ぶ現象であるが、 この縞誘導効果は明所視下の現象である故 に、暗所視で生 じる
ファントムとは別個のメガニズムによると推測 した方がよい、などである。
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がなされないときに生 じる現象であるのに対 し、主観的輪郭の方 はその検出があって補間される可
能姓が示された。透明視現象 との関係では、透明視が促進や阻害要因として働 くこと、Poggedorff







性は持続型チ ャンネルの積分応答に近 く、 したがってファントムは、両者の特性を併せもっユニー
クな現象であると結論づけられた(第4章)。
第7章 、8章 は、視覚的補間の生理的基礎を論 じたものである。視覚系の下位システムである大









して目立っほどである。 これらの成果には、内外か ら高い評価が寄せ られており、斯界に対する貢
献は少なくない。
よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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